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赤
磐
市
は
、
南
部
は
市
街
地
や
住
宅
地

な
ど
都
市
的
な
集
積
が
見
ら
れ
る
一
方

で
、
北
部
に
か
け
て
は
緑
豊
か
な
田
園
風

景
が
広
が
る
広
域
な
市
で
す
。

　

現
在
、
中
山
間
地
域
を
中
心
に
、
急

速
な
高
齢
化
の
進
展
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
赤
磐
市
の
人
口
は
11
月
１
日
現
在
で

４
万
４
４
７
８
人
。
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、

高
齢
者
人
口
︵
65
歳
以
上
︶
が
約
32
％
と
、

全
体
の
約
３
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
は
、
高
齢
化
が
進
む
地
域
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
車
に
依
存
し
た
生
活
ス
タ
イ
ル
の
定

着
な
ど
に
よ
り
、
公
共
交
通
の
利
用
者
数

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
維
持
存
続
が

困
難
な
状
況
で
す
。

　

市
民
の
交
通
手
段
が
守
ら
れ
た
ま
ち

は
、
人
や
社
会
と
の
か
か
わ
り
が
守
ら
れ

て
い
る
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。
採
算
が
合

わ
な
い
と
し
て
バ
ス
路
線
が
廃
止
さ
れ
た

地
域
や
公
共
交
通
が
不
便
な
地
域
で
は
、

移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
に
、
市
が
経

費
を
負
担
し
て
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
路

線
が
あ
り
ま
す
。
車
を
運
転
し
な
い
人
や

学
生
、
高
齢
者
に
と
っ
て
大
切
な
交
通
手

段
で
あ
る
バ
ス
を
将
来
も
残
す
た
め
に
、

〈
特
集
〉

 
乗
っ
て
守
り
、育
て
よ
う

 
あ
か
い
わ
の
公
共
交
通

市
が
運
行
す
る
バ
ス
は
、全
部
で
18
路
線
。

市
民
の
生
活
の
中
で
、

買
い
物
、通
院
、通
勤
や
通
学
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、公
共
交
通
を
取
り
ま
く
状
況
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
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私
た
ち
は
何
を
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　

皆
さ
ん
は
、
普
段
の
生
活
で
ど
の
よ
う

な
移
動
手
段
を
使
っ
て
い
ま
す
か
？　

自

分
の
車
や
家
族
の
運
転
す
る
車
で
移
動
す

る
と
い
う
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
市
内
を
走
っ
て
い
る
バ
ス
は
見
か

け
る
け
れ
ど
、
そ
の
バ
ス
が
ど
こ
か
ら
ど

こ
ま
で
行
く
の
か
知
ら
な
い
と
い
う
人
、

い
ま
せ
ん
か
？　

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、

バ
ス
路
線
を
は
じ
め
、
市
内
の
バ
ス
を
取

り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

豊田・熊山線は月～土曜日、１日6本、熊山駅に接続しています。

子どもや高齢者が乗り降りしやすいように、低いステップを備えています。

西山・高陽南線は山陽地域と赤坂地域を結んでいます。

「通勤にも利用しています」と言われていました。

生活の中での
移動手段

特集 ◉ 乗って守り、育てよう あかいわの公共交通

買い物

通　院お出かけ
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赤磐
市役所前
赤磐
市役所前

下市下市

デマンド型市民バス
是里線 

デマンド型市民バス
河原屋線 

デマンド型市民バス
滝山線 
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中勢実線 

デマンド型市民バス
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デマンド型市民バス
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佐伯北診療所佐伯北診療所
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赤磐・和気線

笹岡線

北佐古田線

宇野バス・赤磐循環バス

宇野バス・美作線
(ネオポリス方面）

宇野バス・美作線
(林野方面）

宇野バス・
国道2・250号線

西山・高陽南線

高陽北西・高月線

松木・下市線

豊田・熊山線

小野田線

石蓮寺線

可真・桜が丘東線

坂辺上坂辺上

坂辺坂辺

出屋上出屋上

出屋出屋

多賀上多賀上

多賀下多賀下

軽部上軽部上

軽部下軽部下

窪田上窪田上

窪田窪田
東窪田東窪田

西軽部西軽部

今井今井

堀切堀切

山手山手

大屋大屋

大屋下大屋下

うど口うど口

軽部保育園前軽部保育園前 南佐古田南佐古田

合田合田

合田下合田下

南
佐
古
田
口

北
佐
古
田
上 ツ

ル
の
湯
前

森
国 池

ノ
内

北
佐
古
田

笹
岡
公
民
館

小
原
上
集
会
所

小
原
公
会
堂

惣
分

大
上

※滝山線、中山線
両方利用が可能 

周匝上

周匝吉井中学校

山方口

福田

仁堀

仁堀下

合田上

福田住宅前

どて橋

塩田

塩田下

杖谷

苦木上

苦木

南山方口

井ノ口

矢田中
河本

矢田

高
田総

合
セ
ン
タ
ー
入
口 

稲
時 稲

時
口

佐
伯
北

山
田
小
学
校
前

湯
免
温
泉

塩
木
下塩

木
中

塩
木
上

菊
ヶ
峠

仁
堀
上

仁
堀
局
前

軽部住宅前軽部住宅前
赤坂中学校前赤坂中学校前
赤坂支所前赤坂支所前

町苅田下町苅田下

上市上市

五日市上五日市上
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農業試験
場口 
農業試験
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神田神田

津崎津崎

尾谷尾谷

ふれあい公園ふれあい公園
正崎正崎

正崎下正崎下 高屋高屋

由津里由津里

喫茶アポロ喫茶アポロ

西山団地西山団地

西山公民館西山公民館
西中集会所西中集会所
ノアスギモトノアスギモト

鴨前地蔵堂鴨前地蔵堂
熊崎入口熊崎入口

瀬戸駅瀬戸駅

瀬戸西瀬戸西

南方南方

舟廻り舟廻り

立川立川

立川中立川中

新道穂崎新道穂崎
長尾長尾

斎富斎富
沼田本村口沼田本村口

高陽台高陽台

野間野間

瀬戸橋瀬戸橋
瀬戸駅前瀬戸駅前

仁保上仁保上

仁保下仁保下

西窪田西窪田

山
口
東

町
苅
田
東

大
苅
田

斗
有
上
斗
有
下

赤
磐
警
察
署
前

瀬
戸
郵
便
局
前

福
吉
集
会
所

穂
崎
中

望
の
里
団
地

山
口

JR熊山駅JR熊山駅

徳富南徳富南

寺見団地寺見団地

千躰千躰

勢力勢力

釣井釣井

丁切口丁切口

徳富北徳富北

小瀬木西小瀬木西

奥吉原奥吉原

水口水口

おまつり
神社前
おまつり
神社前

グリーンタウン殿谷グリーンタウン殿谷

粕屋粕屋

佐古佐古

宮ノ峠宮ノ峠

石砂石砂

奥城奥城

庄庄りゅう王りゅう王

稗田稗田

殿谷下殿谷下

英国庭園前英国庭園前

岡岡

酌田酌田

成田成田

小野地小野地

小野地口小野地口

殿谷中殿谷中

的場下的場下

石蓮寺
駐車場前
石蓮寺
駐車場前 石蓮寺東石蓮寺東

的場上的場上

沢原共撰場沢原共撰場

畑畑

豊田小学校豊田小学校
小瀬木東小瀬木東

熊山駅
堤防
熊山駅
堤防

河田原口河田原口

吉原東吉原東

吉原中吉原中

一
分
団
消
防
機
庫

三
支
部
共
同
作
業
場

可
真
上
集
会
所

Ｊ
Ａ
可
真
支
店

可
真
上
共
撰
場

老
人
憩
の
家

蒲
共
撰
場

一
支
部

東
円
光
寺

円
光
寺

新
田
橋

熊
山
診
療
所

加山加山

大畑大畑

至 湯郷温泉・林野

至 

和
気
駅

至 平島・岡山市内至 岡山市街

市
内
の
バ
ス
路
線
図

　

市
で
は
、
山
陽
地
域
で
２
路
線
、
赤

坂
地
域
で
２
路
線
、
熊
山
地
域
で
５
路

線
、
吉
井
地
域
で
７
区
域
、
そ
の
他
の
路

線
が
２
路
線
で
、
合
計
18
の
路
線
・
区
域
を

運
行
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
拠
点
と
な
る
、
市
役
所
・
各
支
所
や

病
院
、
商
店
が
主
な
行
き
先
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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市
民
バ
ス
の
利
用
状
況

　

赤
磐
市
民
バ
ス
の
利
用
状
況
を

見
る
と
、
利
用
者
数
が
徐
々
に

減
っ
て
い
る
地
域
も
あ
る
一
方

で
、
増
え
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
日
常
的
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
と
さ

れ
る
公
共
交
通
と
な
る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
改
善
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
民
バ
ス
の
料
金
は
１

回
の
乗
車
に
つ
き
２
０
０
円
で
利

用
で
き
、
小
学
生
以
下
や
障
が
い

の
あ
る
人
は
半
額
の
１
０
０
円
で

利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
赤
磐
市

か
ら
林
野
方
面
へ
運
行
し
て
い
る

広
域
路
線
バ
ス
赤
磐
・
美
作
線
や
、

吉
井
地
域
か
ら
和
気
駅
へ
運
行
し

て
い
る
広
域
路
線
バ
ス
赤
磐
・
和

気
線
は
距
離
に
応
じ
た
料
金
に

な
っ
て
い
ま
す
。
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● 利用者の声� Interview

市民バスは貴重な交通手段
　通院の際にはいつも利用していま
す。また、週に一度は買い物に行くた
めに乗るので、月に６回ほど利
用していることになります。
市民バスは貴重な交通
手段なので、とても助かっ
ています。

矢部さん

もっとたくさんの人に利用してほしい
　バスは週に１回利用しています。高齢になり、車の運
転をやめたので、バスがないと生活できません。朝のバ
スに乗って、山陽や桜が丘まで行くと、近所と
は違った品揃えのお店でゆっくり買い物がで
きます。また、自宅のすぐそばをバス路線が
通っているので、便利。昔はもっと乗客が多
かったですが、最近は減りました。

松田さん

特集 ◉ 乗って守り、育てよう あかいわの公共交通
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バ
ス
の
乗
り
方
教
室

　
「
市
内
を
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
こ
と

は
知
っ
て
い
る
け
れ
ど
、何
時
に
走
っ

て
い
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
…
」

　
「
最
近
、
高
齢
者
の
事
故
が
増
え
て

き
た
し
、
そ
ろ
そ
ろ
免
許
証
を
返
納

し
な
い
と
い
け
な
い
か
も
…
」

　

お
住
ま
い
の
地
域
で
こ
う
し
た
声

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

こ
う
し
た
声
を
受
け
て
、
市
で
は

「
市
民
バ
ス
乗
り
方
講
座
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
地
域
の
集

ま
り
や
介
護
施
設
な
ど
へ
訪
問
し
て

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
参
加
者
の
多
く

が
、
普
段
の
移
動
手
段
は
車
だ
と
い

い
ま
す
。

〈
参
加
者
の
声
〉

・�

現
在
は
辛
う
じ
て
家
族
に
車
で
送

り
迎
え
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

今
後
は
バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
も

考
え
て
い
き
た
い
。

・�

普
段
、
出
か
け
る
場
所
へ
も
バ
ス

が
走
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た

の
で
、
数
年
後
自
分
が
車
を
運

転
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に
無
く

な
っ
て
い
て
は
困
る
と
思
う
し
、

今
後
利
用
し
た
い
。

・�

話
を
聞
い
て
み
る
と
、
自
宅
の
す

ぐ
近
所
に
バ
ス
停
が
あ
っ
て
、
行

き
た
い
方
向
の
バ
ス
が
出
て
い
た
。

ぜ
ひ
使
っ
て
み
た
い
。　

な
ど

　

市
で
は
、
今
後
も
「
市
民
バ
ス
乗

り
方
講
座
」
を
行
い
ま
す
。
５
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
で
お
申
し
込
み
い
た

だ
け
れ
ば
、
市
内
ど
こ
へ
で
も
出
前

講
座
に
伺
い
ま
す
。
地
域
で
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

　

高
齢
者
の
免
許
更
新
は
、
平
成
29
年
３

月
に
法
律
が
改
正
さ
れ
、
講
習
に
加
え
て

75
歳
以
上
の
場
合
は
「
認
知
機
能
検
査
」

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
必

要
に
応
じ
て
医
師
の
診
断
書
や
臨
時
適
性

検
査
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、

約
68
％
は
免
許
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
車
に
乗
っ
て
移
動
し
て
い
る
人

も
、
今
後
の
た
め
に
公
共
交
通
に
つ
い
て

考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

免
許
返
納
後
の

交
通
手
段
と
し
て

記憶力・判断力に心配がない

記憶力・判断力が少し低い

記憶力・判断力が低い

免
許
更
新

合理化講習
2時間

高度化講習
3時間・医師の診断書

・臨時適正検査

認
知
機
能
検
査

75歳未満 75歳以上

■免許更新

一定の違反なし

認知機能低下なし（第3、第2分類）

認知機能低下あり（第2分類）

認知機能低下あり（第1分類）

一定の違反あり

免
許
継
続

免
許
更
新 臨時

高齢者講習
2時間

・医師の診断書
・臨時適正検査

臨
時
認
知
機
能
検
査

75歳未満 75歳以上

■一定の違反

認知機能低下あり

認知機能低下なし

赤磐市の人口における高齢者の割合
（平成29年11月1日現在）

赤磐市の高齢者の免許保有率
（平成29年11月1日現在）

32％
68％

〈
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
〉

  

秘
書
企
画
課 

☎︎（
９
５
５
）２
６
９
２
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運
転
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納
し

た
、
県
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の
高

齢
者
が
、
申
請
に
よ
り
岡
山
県
警
か
ら

発
行
さ
れ
る
カ
ー
ド
で
す
。
各
種
公
共

交
通
機
関
の
運
賃
割
引
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
利
用
し

て
市
内
を
走
っ
て
い
る
赤
磐
市
広
域
路

線
バ
ス
（
赤
磐
・
美
作
線
）
と
赤
磐
市

広
域
路
線
バ
ス
（
赤
磐
・
和
気
線
）
が
、

割
引
運
賃
（
半
額
）
で
乗
車
い
た
だ
け

ま
す
。

お
か
や
ま
愛
カ
ー
ド
と
は

　現在、車を運転している人でも、将
来自分で運転できなくなったとき、公
共交通は皆さんの貴重な移動手段に
なります。
　普段は病院や買い物に行くとき自
分で車を運転する人も、家族に連れて
行ってもらう人も、調べてみると近所
をバスが走っているかもしれません。
　市ホームページ（http: / /www.
city.akaiwa.lg.jp/siminbus/）で
各地域を走っている市民バス・乗り合
いタクシーの時刻表や市内全域の公
共交通マップを公開しています。お住
まいの地域でどのようなバスが走って
いるのかご覧いただ
けます。
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市
で
は
平
成
30
年

度
に
、
今
後
５
年
間

の
市
内
の
公
共
交
通

の
再
編
を
見
据
え
た
、

新
し
い
交
通
計
画
の

策
定
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
た
だ
の
交
通

手
段
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
ま
ち
づ
く

り
や
福
祉
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
で
見

た
公
共
交
通
網
を
築

い
て
い
く
た
め
の
計

画
で
す
。

　

今
年
度
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
運
行
事
業
者
へ
の
聞
き
取
り
な
ど

を
行
い
、
市
民
バ
ス
の
現
状
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

得
ら
れ
た
結
果
か
ら
、
市
内
各
地
域
に
お
け
る
市
民
バ
ス
の
課
題
を

把
握
し
、
利
用
し
や
す
く
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
を
形
成
す
る
た
め

の
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

よ
り
身
近
で
生
活
の
一
部
と
し
て
使
っ
て
も
ら
え
る
公
共
交
通
と
な

る
よ
う
、
今
後
も
引
き
続
き
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
行
っ
た
調
査
結
果
を
も
と
に
、

来
年
度
新
し
い
計
画
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

市民へのアンケート調査

運行事業者ヒアリング

ワークショップ（座談会）

平成29年度は調査を実施しています

◯ 調査結果などから、交通の再編を考えます
◯ 今後５年間を見据えた計画を考えます
◯「まちづくり」や「福祉」などとも関連して検討します

平成30年度（来年度）は新しい交通計画をつくります

特集 ◉ 乗って守り、育てよう あかいわの公共交通
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　災害の発生に備えて、水害や土砂災害から自らの命家族の命を守るために、市から発令
される避難情報について、家族や地域で確認しましょう。

◆市から発令される避難情報には、次のものがあります。

避難情報の種類 取るべき避難行動 状況等

避難準備・高齢者等
避難開始

お年寄り、体の不自由な人、小さな子ども
など、避難に時間のかかる人と、その避難
を支援する人は避難を開始してください。
なお、避難所への避難が困難な場合は、近
くの安全な場所に避難してください。
それ以外については、気象状況に注意し
て、危険だと思ったら早めに避難してくだ
さい。

大雨や暴風が続くと見込ま
れ 、避 難 勧 告 や 避 難 指 示

（緊急）を発令することが
予想される場合

避難勧告
速やかに避難を開始してください。外が危
険な場合は、屋内の高いところに避難して
ください。

災 害による被 害が予 想さ
れ、人的被害が発生する可
能性が高まった場合

避難指示（緊急）
緊急に避難してください。外が危険な場合
は、屋内の高いところに緊急に避難してく
ださい。

災害が発生する状況がさら
に悪化し、人的被害の危険
性が非常に高まった場合

◆大雨の時には土砂災害警戒情報に注意しましょう。

土砂災害警戒情報

大雨警報（土砂災害）が発表されている状況で、土砂災害発生の危険度
がさらに高まったときに、市町村長の避難勧告や住民の自主避難の判断
を支援するよう、対象となる市町村を特定して警戒を呼びかける情報で、
都道府県と気象庁が共同で発表します。

　雨が降り出したら、大雨警報や土砂災害警戒情報などの防災気象情報に
注意しましょう。
　土砂災害警戒情報が発表されたら、市が発表する避難勧告等に注意
し、いつでも行動できるよう備えておきましょう。土砂災害警戒情報が
発表されていなくても、危険を感じたら、躊

ちゅうちょ

躇することなく自主的に
避難することも重要です。

◆もしもの時に備えて考えておきましょう。
　例１ ： �大雨などにより、避難場所までの移動が危険と思われる場合

は、近くのより安全と思われる建物（最上階が浸水しない建
物、川沿いでない建物など）に移動しましょう。

　例２ ： �外出すると危険と思われる場合は、建物内のより安全と思わ
れる部屋（上層階の部屋、山からできるだけ離れた部屋）に
移動しましょう。

避 難 情 報 に つ い て
くらし安全課防災一口メモ（第17回）拡大版
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情報ボックス
INFORMATION BOX   

情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

市
内
全
域
に
設
置
し
た
放
送
塔

や
戸
別
受
信
機
で
放
送
し
ま
す
。

◎ 

放
送
内
容
は
「
自
動
応
答
装

置
」
よ
り
電
話
〈
☎（
９
５
５
）

１
３
９
０
〉
で
聞
き
直
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
（
火
災
情
報

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
の
電
話
番

号
は
、
〈
☎（
９
５
６
）０
１
１

９
〉
で
す
。
）

※
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

※ 

地
区
が
放
送
し
た
内
容
は
聞

き
直
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

〈
防
災
情
報
の
メ
ー
ル
で
の
提
供
〉

■
お
か
や
ま
防
災
情
報
メ
ー
ル

　
配
信
サ
ー
ビ
ス

　

緊
急
情
報
（
避
難
勧
告
な

ど
）
や
地
震
津
波
情
報
、
気
象

注
意
報
・
警
報
な
ど
の
情
報
を

配
信
。

・
岡
山
防
災
ポ
ー
タ
ル

　

 http://w
w

w
.bousai.pref.

okayam
a.jp/bousai/

■
緊
急
速
報
メ
ー
ル
配
信

　

配
信
時
に
赤
磐
市
域
に
い
る

人
が
次
の
会
社
の
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の

場
合
、
避
難
準
備
・
高
齢
者
等

避
難
開
始
、
避
難
勧
告
・
指
示

（
緊
急
）
、
国
民
保
護
情
報
な

ど
の
情
報
を
受
信
。

※ 
通
話
中
や
メ
ー
ル
送
受
信
時

は
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
受
信

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 http://www.nttdocomo.co.jp/
service/safety/areamail/

・
ａ
ｕ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 http://www.au.com
/m

obile/
anti-disaster/kinkyu-sokuho/

・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 http://m
b.softbank.jp/

m
b/service/urgent_new

s/

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
く
ら

し
安
全
課

■ 

日
時
／
平
成
30
年
１
月
７
日
㈰

　

 

午
前
11
時
〜
（
受
付
…
午
前

10
時
〜
）

■ 

場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

総
合
体
育
館

■ 

対
象
／
平
成
９
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
の

間
に
生
れ
た
人
で
赤
磐
市
住

民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て

い
る
人

※ 

市
外
へ
転
出
し
た
人
で
出
席

を
希
望
す
る
人
は
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課

※情報ボックス・コラム内でお知らせする市役所関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表…………………☎ 955-1111

　▷秘書企画課……………☎ 955-2692

　▷くらし安全課…………☎ 955-2650

　▷協働推進課……………☎ 955-1114

　▷健康増進課……………☎ 955-1117

　▷介護保険課地域包括支援センター…☎ 955-1470

　▷農林課…………………☎ 955-6174

　▷都市計画課……………☎ 955-1485

●赤坂支所代表……………☎ 957-2222

●熊山支所代表……………☎ 995-1211

●吉井支所代表……………☎ 954-1111

●教育委員会
　▷社会教育課……………☎ 955-0783

　▷山陽郷土資料館………☎ 955-0710

●消防本部…………………☎ 955-2244

　▷警防課救急係…………☎ 955-2254

●エコプラザあかいわ……☎ 955-1560

　
応
急
手
当
て
は
５
年
に
１
度
、

よ
り
良
い
方
法
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や

胸
骨
圧
迫
が
た
め
ら
い
な
く
で

き
る
方
法
を
誰
に
で
も
分
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
す
。
受
講
希

望
者
が
少
数
の
場
合
、
や
む
を

得
ず
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

■ 
日
時
／
12
月
24
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■ 

場
所
／
赤
磐
市
消
防
署
北
出
張
所

■ 

受
講
人
数
／
10
人
程
度

■ 

申
込
期
限
／
12
月
15
日
㈮

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
赤
磐

市
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
Ｕ
Ｐ
Ｄ

Ａ
Ｔ
Ｅ
！
エ
イ
ズ
の
イ
メ
ー
ジ

を
変
え
よ
う
」
で
す
。

　

日
本
で
は
、
１
日
に
約
４
人

が
新
た
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て

お
り
、
そ
の
３
割
は
感
染
に
気

付
か
ず
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
発
症
し
て

い
ま
す
。
前
年
の
県
内
の
新
規

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
患

者
の
報
告
数
は
12
人
で
、
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
へ
の
感
染
は
検
査
で

し
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
早
期

に
分
か
れ
ば
、
定
期
的
な
受
診

と
服
薬
で
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
を

抑
え
、
仕
事
を
続
け
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

〈
備
前
保
健
所
東
備
支
所 

無
料・匿
名
検
査
〉

　

検
査
に
関
す
る
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

■ 

日
時
／
毎
月
第
２
木
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
（
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

■ 

検
査
内
容
／
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検

査
、
性
感
染
症
検
査
（
ク
ラ

ミ
ジ
ア
・
梅
毒
）

■ 

検
査
結
果
／
検
査
実
施
日
か

ら
約
1
週
間
後

■
問
い
合
わ
せ
先

・
備
前
保
健
所
東
備
支
所　

　
☎
０
８
６
９（
９
２
）５
１
８
０

■
防
災
行
政
無
線

　

防
災
情
報
、
緊
急
情
報
（
避

難
勧
告
な
ど
）
、
行
政
情
報
を

●
募
集

救
え
る
命
の
た
め
に
、あ
な
た
に
も

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
！

●
お
知
ら
せ

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

●
お
知
ら
せ

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
を

再
び
聞
く
に
は

●
催
し

平
成
30
年
赤
磐
市
成
人
式

広報あかいわ（平成29年12月号）9



情報ボックス
INFORMATION BOX   

年末年始のごみの取り扱いについては「ごみ収集カレンダー」に従って出してください。
収集日 可燃ごみ収集地域 直接持ち込み

12月25日㈪ 可燃ごみ収集 Ａ・Ｂ地域 午前9時～午後4時
12月26日㈫ 可燃ごみ収集 Ｃ・Ｄ地域 午前9時～午後4時
12月27日㈬ 休み 午前9時～午後3時（最終持ち込み）
12月28日㈭ 可燃ごみ収集 Ａ・Ｂ地域 ※持ち込みできません
12月29日㈮ 可燃ごみ収集 Ｃ・Ｄ地域 ※持ち込みできません

12月30日㈯〜1月3日㈬ 休み 休み
1月4日㈭ 可燃ごみ収集 Ａ・Ｂ地域 午前9時～午後4時
1月5日㈮ 可燃ごみ収集 Ｃ・Ｄ地域 午前9時～午後4時

年末のエコプラザあかいわ（赤磐市環境センター）への直接持ち込みはたいへん混み合いますので早めに
出すようにしましょう。12月27日㈬に可燃ごみのみの持ち込みは、できるだけご遠慮ください。
※可燃ごみの最終収集日以降、年明けの収集開始日までの期間、収集かごにごみを出さないようにしましょう。

★エコプラザあかいわ内の「リサイクルプラザ」は、12月23日㈯から平成30年1月7日㈰まで休館となります。
　［問い合わせ先］ エコプラザあかいわ（赤磐市環境センター） ☎955-1560

◦和気北部衛生施設組合（火葬場）				  
　［休業日］ 12月30日㈯、1月1日㈪〜3日㈬　［問い合わせ先］ 和気町役場 ☎0869-93-1121
◦柵原・吉井・英田火葬場施設組合火葬場
　［休業日］ 12月31日㈰〜1月3日㈬　［問い合わせ先］ 美咲町役場柵原総合支所 ☎0868-62-1111
◦年末年始のし尿収集				  
　くみ取りの申し込みは12月8日㈮までにお願いします。
　［休業日］12月29日㈮～1月3日㈬　［問い合わせ先］ キョクトウ ☎086-952-0384

◆ごみの収集・持ち込みについて

◆休業日のお知らせ

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
申
告
で
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ

の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、平

成
29
年
１
月
か
ら
12
月
の
間
に

納
め
た
保
険
料
全
額
で
す（
過
去

の
年
度
分
や
追
納
保
険
料
な
ど

も
含
み
ま
す
）。
ま
た
、
自
身
の

保
険
料
だ
け
で
な
く
配
偶
者
や

ご
家
族
の
負
担
す
べ
き
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
も
合
わ

せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、平
成
29
年
中
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、年
末
調
整
や

確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領

収
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
人
に
は
、日
本
年
金
機
構
か
ら

「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」
を

送
付
し
ま
す
の
で
、申
告
書
の
提

出
の
際
に
は
必
ず
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
期
間
／
平
成
30
年
３

月
15
日
ま
で（
平
日
…
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
７
時
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先

•
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

•
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合

　
☎
０
３（
６
６
３
０
）２
５
２
５

•
岡
山
東
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
６（
２
７
０
）７
９
２
５

　
（
自
動
音
声
案
内
後
・
２
番
）

■ 

都
市
計
画
案
の
内
容
／
岡
山
県
南
広

域
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る
区

域
区
分
の
変
更
（
倉
敷
市
分
）

■ 

縦
覧
期
間
／
12
月
８
日
㈮
〜

22
日
㈮

■ 

縦
覧
場
所
／
岡
山
県
土
木
部

都
市
局
都
市
計
画
課
ま
た
は

本
庁
都
市
計
画
課

■ 

意
見
書
の
提
出
／
変
更
案
に

つ
い
て
意
見
の
あ
る
人
は
、12

月
22
日
㈮
ま
で
に
意
見
書（
任

意
様
式
）を
縦
覧
場
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

•
本
庁
都
市
計
画
課

•
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
計
画
班

　
☎
０
８
６（
２
２
６
）７
４
９
２

●
お
知
ら
せ

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

●
お
知
ら
せ

県
が
決
定
す
る
都
市
計
画
に

つ
い
て
縦
覧
を
行
い
ま
す
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、9ページの電話番号一覧をご覧ください。

情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

■�

テ
ー
マ
／
赤
磐
市
の
魅
力
を
市
内
外
へ
Ｐ
Ｒ
で
き
る
も
の

■�

応
募
資
格
／
赤
磐
市
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
人
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も（
た
だ
し
、応
募
作
品
の
著
作
権
を
持
つ
撮
影

者
本
人
に
限
り
ま
す
）

■�

応
募
期
限
／
平
成
30
年
１
月
31
日
㈬

■�

応
募
規
定

・
赤
磐
市
内
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
応
募
数
は
１
人
３
点
ま
で

・�

応
募
形
態
は
四
つ
切
り
、ワ
イ
ド
四
つ
切
り
、Ａ
４
サ
イ
ズ

の
い
ず
れ
か（
縦
横
自
由
）の
サ
イ
ズ
に
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の

（
デ
ー
タ
の
み
の
提
出
は
不
可
）

・
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
納
品
で
き
る
も
の
な
ど

※�

詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
、

本
庁
秘
書
企
画
課・各
支
所
市
民
生
活
課
窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

■�

利
用
内
容
／
主
催
者
が
発
行
す
る
ポ
ス
タ
ー
・チ
ラ
シ
各
種

出
版
物
、広
報
宣
伝
物
へ
の
掲
載（
新
聞
や
雑
誌
広
告
な
ど

の
印
刷
物
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し

て
の
二
次
利
用
も
含
む
）、パ
ネ
ル
展
で
の
展
示
、そ
の
他
市

の
Ｐ
Ｒ
に
資
す
る
も
の

■�

各
賞
と
商
品

・
最
優
秀
賞
…
１
点（
賞
状・賞
品
）

・
優
秀
賞
…
…
３
点（
賞
状・賞
品
）

・
佳　

作
…
…
６
点（
賞
状・賞
品
）

※�

参
加
者
に
参
加
賞
を
１
人
に
つ
き
１
点
、後
日
お
渡
し
し
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ・
応
募
先
／
本
庁
秘
書
企
画
課

あ
か
い
わ
魅
力
発
見

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
７

　

岡
山
県
最
低
賃
金
が
平
成
29

年
10
月
1
日
か
ら
改
定
さ
れ
ま

し
た
。

■ 

時
間
額
／
７
８
１
円

■ 

問
い
合
わ
せ
先

•
岡
山
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
８
６（
２
２
５
）２
０
１
４

　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、再

使
用
で
き
る
品
の
受
け
入
れ
や

無
料
提
供
、入
札
や
抽
選
に
よ
る

有
料
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、ワ
ン
コ
イ
ン
セ
ー

ル
と
無
料
提
供
を
行
い
ま
す
。先

着
順
で
す
が
、多
数
の
品
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、慌
て
ず
お
越

し
く
だ
さ
い
。皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■ 

参
加
資
格
／
市
内
在
住
、ま
た

は
在
勤
の
18
歳
以
上
の
人

■ 

開
催
期
間
／
12
月
７
日
㈭
〜

平
成
30
年
１
月
19
日
㈮
の
開

館
時
間　

※ 

12
月
23
日
㈯
〜
平
成
30
年
１

月
７
日
㈰
は
休
館
日
で
す
。

■ 

価
格
／
５
０
０
円
均
一

■ 

開
館
日
時
／
毎
週
月
・
木
・
金

曜
日
、
第
２
・
第
４
土
曜
日

　

 

午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
１
時

〜
４
時

※ 

土
曜
日
は
、ご
み
の
持
ち
込
み

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、入
口

が
西
側
の
門
に
変
わ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
エ
コ
プ
ラ

ザ
あ
か
い
わ

　
世
代
や
年
齢
、住
ん
で
い
る
地

域
関
係
な
く
、良
い
新
年
を
迎
え

る
た
め
に
、み
ん
な
で
楽
し
く
お

飾
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

■ 

日
時
／
12
月
９
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

■ 

場
所
／
城
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
吉
井
支
所
西
側
）

■ 

講
師
／
難
波
公
正
さ
ん

■ 

定
員
／
20
人

■ 

参
加
費
／
お
飾
り
1
個
に
つ

き
１
０
０
円
（
当
日
集
金
）

■ 

申
込
期
限
／
12
月
５
日
㈫

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課

　

赤
磐
商
工
会
地
域
の
こ
だ
わ

り
の
商
品
を
取
り
そ
ろ
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、楽
し
い
企
画
も

用
意
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、お

誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、ご
来
場
く

だ
さ
い
。

■ 

日
時
／
12
月
10
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

■ 

場
所
／
山
陽
産
業
会
館（
下
市

３
５
７︲

４
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先

•
赤
磐
商
工
会

　
☎（
９
５
５
）０
１
４
４

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
作
成

し
た
「
あ
か
い
わ
給
食
便
（
Ａ

Ｋ
Ｂ
）
」
や
、
地
産
地
消
に
協

力
い
た
だ
く
「
生
産
者
取
材
写

真
」
を
掲
載
。
先
着
１
０
０
人

に
「
あ
つ
あ
つ
焼
き
栗
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
12
月
３
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■ 

場
所
／
中
央
公
民
館

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
農
林
課

●
お
知
ら
せ

岡
山
県
最
低
賃
金
改
定

●
催
し

赤
磐
産
品
展
示・即
売
会

「
や
っ
ぱ
り
あ
か
い
わ
生
ま
れ
！
」

●
催
し

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で

ワ
ン
コ
イ
ン
セ
ー
ル

●
催
し

「
地
産
地
消
パ
ネ
ル
展
」を
開
催

●
催
し

三
世
代
交
流
お
飾
り
づ
く
り

広報あかいわ（平成29年12月号）11
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●
消
費
の
ア
ド
バ
イ
ス 

［ 

第
44
回 

］�

く
ら
し
安
全
課

　

訪
問
し
て
買
い
取
り
を
行
う
業
者
と
の
契
約

は
慎
重
に
。
困
っ
た
と
き
に
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す

①
悪
質
な
勧
誘

◦�

突
然
の
訪
問
に
よ
る
強
引
な
買
い
取
り
の
勧
誘

◦�

断
っ
て
も
し
つ
こ
い

◦�

「
着
物
を
買
う
」
と
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
が
、
実
際

は
「
指
輪
を
売
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
。

②�

契
約
内
容
や
事
業
者
の
連
絡
先
が
分
か
ら
な
い

◦�

売
っ
た
も
の
を
返
し
て
ほ
し
い
け
ど
、 

連
絡
先
が
分
か

ら
な
い
。

◦�

何
を
買
い
取
ら
れ
た
の
か
記
憶
が
曖あ

い
ま
い昧
に
な
っ
て
し
ま

い
、 

事
業
者
と
交
渉
し
に
く
い
。

③
一
度
引
き
渡
す
と
、 

原
状
回
復
は
難
し
い

◦�

返
し
て
も
ら
お
う
と
思
っ
た
ら
、 「
指
輪
は
も
う
溶
か
し

た
」
と
返
事
が
…

④
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
か
っ
た

◦�

契
約
後
、
す
ぐ
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
申
し
入
れ
た
が
、

「
買
い
取
り
の
場
合
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
な
い
」

「
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
か
か
る
」
と
言
わ
れ
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
２
階
）

　

☎（
９
５
５
）４
７
８
３
（
月
～
木
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

訪
問
購
入
に
は

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

売
る
前
に
も
う
一
度
、考
え
ま
し
ょ
う
!!

●絵本はともだち　毎週水曜日 午前10時30分～11時
●おはなしかい　第1・3・4土曜日 午前10時30分～11時、 第1・2日曜日 午後2時～2時30分
●クリスマスおはなし会　9日㈯ 午前10時30分～11時30分
●きらり☆しあたーユニバーサル映画上映会「もういちど」　16日㈯ 午後2時～
●民話の寺小屋（民話の語り）　17日㈰ 午後2時～2時30分
●「ほんの福ぶくろ」貸出　23日㈯～なくなり次第終了

●ブックんのおはなしかい　2日㈯ 午前11時～11時30分
●ちいさなおはなしかい　13日㈬・27日㈬ 午前11時～11時20分

●なかよしタイム　7日㈭ 午前10時～正午
●おはなしのおへや　16日㈯ 午前11時～11時30分

●おはなしだいすき☆えほんといっしょ　3日㈰ 午後2時～4時
●おはなし会　9日㈯ 午前10時30分～11時
●アニメ映画会「わすれた森のヒナタ～おじゃる丸スペシャル～」　17日㈰ 午後2時〜

●無料観望会　2日㈯ 午後6時～9時
　※曇天など観測できない場合は中止します。

中央図書館（☎955-0076）

赤坂図書館（☎957-2212）

熊山図書館（☎995-1273）

吉井図書館（☎954-9200）

竜天天文台公園（☎958-2321）

月のイベント案内12 E V E N T  G U I D E  O N  D E C E M B E R

　
日
常
の
ご
は
ん
や
お
祭
り
・
季

節
の
料
理
な
ど
、懐
か
し
く
思
う

郷
土
の
食
事
は
あ
り
ま
す
か
？ 

　

赤
磐
市
の
年
中
行
事
で
食
べ

た
ご
ち
そ
う
や
食
文
化
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。日
常
使
い
の
箱

膳
や
、祝
い
の
膳
と
し
て
用
い
ら

れ
た
漆
器
を
は
じ
め
、食
に
ま
つ

わ
る
民
俗
資
料
を
展
示
し
、郷
土

の
食
に
関
す
る
記
憶
を
た
ど
り

ま
す
。

■ 

日
時
／
平
成
30
年
１
月
９
日
㈫
〜

３
月
16
日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
休
館

■ 

場
所
／
吉
井
郷
土
資
料
館　

第
４
室

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
山
陽
郷
土

資
料
館

●
催
し

連
携
展「
ご
ち
そ
う
赤
磐
―

郷
土
の
お
い
し
い
記
憶
―
」

広報あかいわ（平成29年12月号）12
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●
わ
た
し
と
あ
な
た
の
健
康 

［ 

第
１
０
４
回 

］�

健
康
増
進
課

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
っ
て
、

ご
存
知
で
す
か
？

●
イ
ン
プ
ラ
ン
ト（
人
工
歯
根
）と
は

　

ど
の
よ
う
な
治
療
で
す
か
？

　

虫
歯
や
歯
周
病
あ
る
い
は
外
傷
な
ど

で
歯
を
失
っ
た
際
の
治
療
は
、
今
ま
で

は
、
入
れ
歯
（
義
歯
）、
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど

で
し
た
が
、
第
３
の
治
療
法
と
し
て
現

在
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
歯
を
失
っ
た

あ
ご
の
骨
（
顎
骨
）

に
体
に
な
じ
み
や
す

い
材
料
で
作
ら
れ
た

歯
根
を
埋
め
込
み
、

そ
れ
を
土
台
に
人
工

歯
を
取
り
付
け
た
も

の
を
歯
科
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
（
人
工
歯
根
）
と
い
い
ま
す
。
現

在
に
通
ず
る
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
、
１
９

５
０
年
代
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ブ
ロ
ー

ネ
マ
ル
ク
ら
が
チ
タ
ン
と
骨
が
結
合
す

る
こ
と
を
見
出
し
、
チ
タ
ン
製
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
を
用
い
た
症
例
を
報
告
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
開
発

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の

　

長
所
、短
所
は
何
で
す
か
？

〈
長
所
〉

・
残
っ
て
い
る
歯
へ
の
負
担
が
少
な
い
。

・�

自
分
の
歯
（
天
然
歯
）
に
近
い
機
能

を
有
す
る
。

・
審
美
性
に
優
れ
る
。

〈
短
所
〉

・�

手
術
が
必
要
で
あ
る
。

・�

顎
骨
の
骨
量
や
骨
質
（
硬
い
、
軟
ら

か
い
）
の
影
響
を
受
け
や
す
い
。

・�

治
療
期
間
が
長
い
。

・�

基
本
的
に
、
自
費
診
療
の
た
め
治
療

費
が
高
額
と
な
る
。

・�

全
身
疾
患
を
抱
え
て
い
る
場
合
に
は

問
題
が
あ
る
。

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
は
、
機
能
改
善

に
は
優
れ
た
処
置
の
一
つ
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
適
不
適
が
あ
る
の

も
事
実
で
す
。
担
当
歯
科
医
と
十
分
な

相
談
を
し
、
納
得
し
た
上
で
治
療
を
受

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
ん
に
ち
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す 

［ 

第
30
回 

］�

介
護
保
険
課

お
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
、

介
護
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

高
齢
期
の
介
護
予
防
の
取
り
組
み
に

は
、口
腔
機
能
を
よ
り
良
い
状
態
に
保
つ

こ
と
も
重
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
口
の
機
能
が
衰
え
る
と
は

　

口
の
機
能
は
、多
く
の
筋
肉
で
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
高
齢
期
に
な
る
と
、手
足

を
動
か
す
筋
肉
が
衰
え
て
く
る
よ
う
に
、

口
の
周
り
の
筋
肉
に
も
衰
え
が
見
ら
れ

て
き
ま
す
。噛
む
力
が
衰
え
る
と
柔
ら
か

い
も
の
ば
か
り
を
食
べ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
う
す
る
と
、余
計
に
噛
む
こ
と

や
飲
み
込
み
が
十
分
に
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
と
、栄

養
が
不
足
が
ち
に
な
り
体
力
や
筋
力
の

低
下
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
口
の
機
能
低
下
を
見
逃
さ
な
い

　

口
の
些
細
な
変
化
に
、早
め
に
気
づ
き

お
口
の
体
操
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、健
康

な
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

〈
口
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
ポ
イ
ン
ト
〉

 

①�

半
年
前
に
比
べ
て
固
い
も
の
が 

　

 

食
べ
に
く
く
な
っ
た 

　

�

虫
歯
や
歯
周
病
、
義
歯
が
合
わ
な
い
、

口
の
乾
燥
な
ど
に
よ
り
噛
む
力
が
低

下
す
る
と
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る
食

物
が
少
な
く
な
り
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が

悪
く
な
り
ま
す
。

 

②�

お
茶
や
汁
物
で
む
せ
る
こ
と
が
あ
る 

　

�

悪
い
姿
勢
、
舌
や
唇
の
筋
力
低
下
、
飲

み
込
む
力
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、嚥え

ん
げ下

機
能
が
低
下
す
る
と
、誤ご

え
ん嚥
性
肺
炎
や

気
道
感
染
な
ど
に
か
か
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

 

③
口
の
渇
き
が
気
に
な
る 

　

�

薬
の
副
作
用
、
水
分
不
足
、
口
呼
吸
な

ど
に
よ
り
、唾
液
が
少
な
く
な
り
口
の

粘
膜
が
乾
燥
す
る
と
、
食
べ
る
、
話
す

な
ど
の
操
作
が
困
難
に
な
り
ま
す
。自

浄
作
用
も
低
下
し
ま
す
。

◆
口
の
機
能
低
下
を
防
ぐ
に
は

　

普
段
か
ら
口
腔
内
を
清
潔
に
保
ち
、生

活
の
中
で
異
常
や
変
化
に
気
づ
い
た
時

に
は
、早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

同
時
に
、口
の
周
囲
の
筋
肉
を
鍛
え
る

体
操
も
普
段
の
生
活
に
取
り
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

広報あかいわ（平成29年12月号）13
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●
人
権
コ
ラ
ム 

［ 

第
61
回 

］�

協
働
推
進
課

み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世
紀

 

～ 

考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち

         

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う 

違
い
を
認
め
合
う
心 

～
　

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的
人
権
お

よ
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め
に
、

世
界
の
す
べ
て
の
人
々
と
す
べ
て
の
国
々

が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、
昭

和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
12
月
10
日
の
第

３
回
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、

本
年
で
69
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
翌
年

の
昭
和
24
年
か
ら
毎
年
12
月
10
日
の
人
権

デ
ー
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
人
権
週

間
と
定
め
、
期
間
中
に
は
全
国
各
地
で
講

演
会
の
開
催
や
街
頭
啓
発
な
ど
各
種
事
業

を
展
開
し
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

人
権
問
題
と
言
え
ば
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

よ
り
個
人
の
名
誉
が
毀き

そ
ん損
さ
れ
た
り
、
差

別
を
助
長
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
表
現
が
掲

載
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
匿
名
性
、
情
報
発

信
の
容
易
さ
を
悪
用
し
た
問
題
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
個
人
の
名
誉
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
つ
い
て
も
正
し
い
理
解
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

決
定
を
受
け
、
人
権
状
況
に
対
す
る
国
際

的
な
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
人
権
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
す
べ
て
の
人
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
成
熟
し
た
社
会
の
実
現

を
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

赤
磐
市
は
、「
人
権
尊
重
都
市
宣
言
」
の

ま
ち
で
す
。
今
後
も
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
人
権
尊
重
の
意
識
を
持
ち
、
心
豊
か
な

潤
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

こ
の
週
間
に
合
わ
せ
て
人
権
の
大
切
さ

を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
、「
人
権
を

考
え
る
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
い

ま
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
人
権
を
考
え
る
日
常
的
な
ポ
イ
ン
ト 

［ 

第
14
回 

］�

社
会
教
育
課

認
知
症
と
人
権

　

４
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う
日
本

社
会
で
は
、長
い
人
生
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
反
面
、認
知
症
に

な
る
可
能
性
も
増
え
ま
し
た
。

　

内
閣
府
が
平
成
27
年
に
発
表
し
た

「
認
知
症
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
よ
る

と
、
次
の
よ
う
な
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

◦�

認
知
症
に
な
っ
て
も
、医
療･

介
護
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
利
用
し
な
が
ら
、今

ま
で
暮
ら
し
て
き
た
地
域
で
生
活
し

て
い
け
る
…
…
…
…
…
33
・
５
％

◦�

認
知
症
に
な
る
と
、身
の
回
り
の
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、介
護
施
設
に
入
っ

て
サ
ポ
ー
ト
を
利
用
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
る
…
…
…
…
…
35
・
９
％

◦�

認
知
症
に
対
す
る
不
安
（
本
人
）

　

�

家
族
に
身
体
的･

精
神
的
負
担
を
か

け
る
の
で
は
な
い
か
…
74
・
９
％

◦�

認
知
症
に
対
す
る
不
安
（
家
族
）

　

�

ス
ト
レ
ス
や
精
神
的
負
担
が
大
き
い

の
で
は
な
い
か
…
…
…
62
・
５
％

　

サ
ポ
ー
ト
す
る
側
、
さ
れ
る
側
双
方

で
、多
く
の
人
が
負
担
増
大
を
不
安
視
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、家
族
や
介
護
者
に
よ

る
認
知
症
に
な
っ
た
人
へ
の
人
権
問
題

と
な
る
暴
力
・
虐
待
事
件
も
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
朗
報
も
あ
り
ま
す
。
医
療
・
介

護
の
分
野
で
は
認
知
症
へ
の
対
応
方
法

が
、日
々
進
歩
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
に

な
る
と
何
も
で
き
な
く
な
る
と
い
う
の

は
偏
見
に
過
ぎ
ず
、工
夫
し
な
が
ら
仕
事

に
取
り
組
み
、そ
の
人
な
り
の
人
生
を
楽

し
ん
で
い
る
の
も
事
実
で
す
。認
知
症
に

つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、人

権
侵
害
を
防
ぐ
と
同
時
に
、不
安
な
く
高

齢
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

　

近
年
「
安
心
し
て
徘
徊
で
き
る
町
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み
が
増
え
て
お
り
、全

国
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
連
絡
協
議
会

は
、認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識･

理

解
を
も
ち
、地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
に
対
し
て
、で
き
る
範
囲
で
手
助
け

す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、赤
磐
市
の
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、２
５
０
０
人
を
越
え

て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
高
齢
者
に
な
り
、自
分
も
認
知

症
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
ふ
ま

え
、誰
も
が
自
分
ら
し
く
尊
厳
を
も
っ
て

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

『
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
』

■
日
時
／
12
月
３
日
㈰ 

午
後
１
時
～

■
場
所
／
中
央
公
民
館 

大
集
会
室

■�

内
容
／
人
権
標
語
入
賞
者
表
彰
、
講
演
会

「
私
た
ち
は
な
ぜ
生
ま
れ
て
き
た
の

か
？
」 （
講
師
…
ド
リ
ア
ン
助
川
さ
ん
）、

映
画
上
映
会
「
あ
ん
」（
字
幕
つ
き
）

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が
必
要
で
す
。
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スポーツの話題
SPORTS TOPICS

◎教育委員会スポーツ振興課（中央公民館2階） ▶ ☎955-0738／FAX 955-6060

第
72
回
国
民
体
育
大
会
ボ
ウ
リ
ン
グ

競
技
少
年
女
子（
愛
媛
県
）

◦
岡
山
商
科
大
学
附
属
高
等
学
校
３
年

　

大
林　

令
奈
（
山
口
）

第
72
回
国
民
体
育
大
会
サ
ッ
カ
ー

競
技
会（
愛
媛
県
）

◦
五
百
川
慎
也
（
桜
が
丘
西
10
）

　
第
17
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技（
愛
媛
県
）

◦
戸
牧　

将
也
（
馬
屋
）

第
17
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技（
愛
媛
県
）

◦
宮
田　

芳
野
（
桜
が
丘
西
4
）

◦
原
本　

敏
幸
（
桜
が
丘
西
4
）

◦
濱
田　

由
至
（
山
陽
4
）

第
28
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■
開
催
日
／
９
月
18
日

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
参
加
人
数
／
１
０
１
人

■
結
果

〈
男
子
Ａ
級
ダ
ブ
ル
ス
〉

◦
優　

勝
…
山
脇
・
小
西
（
楽
羽
ク
ラ
ブ
）

◦
準
優
勝
…
深
本
・
廣
瀬
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

〈
男
子
Ｂ
級
ダ
ブ
ル
ス
〉

◦
優　

勝
…
齋
藤
・
棚
橋
（
楽
羽
ク
ラ
ブ
）

◦
準
優
勝
…
石
田
・
高
橋
（
瀬
戸
高
）

〈
男
子
Ｃ
級
ダ
ブ
ル
ス
〉

◦
優　

勝
…
春
藤
・
山
口
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
）

◦
準
優
勝
…�

岡
﨑
（
楽
羽
ク
ラ
ブ
）・

岡
﨑
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
）

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

◦
優　

勝
…
青
木
克
成
（
き
よ
ま
ろ
ん
）

◦
準
優
勝
…
広
田
哲
平
（
桜
が
丘
中
）

〈
女
子
Ａ
級
ダ
ブ
ル
ス
〉

◦
優　

勝
…
福
田
・
山
本
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
準
優
勝
…�

今
井
田
（
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ク
ス
）・

　
　
　
　
　
伊
久
（
山
陽
ア
リ
ス
）

〈
女
子
Ｂ
級
ダ
ブ
ル
ス
〉

◦
優　

勝
…
竹
本
・
高
原
（
山
陽
ア
リ
ス
）

◦
準
優
勝
…�

木
下
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）・

廣
瀬
（
桜
が
丘
中
）

〈
女
子
Ｄ
級
ダ
ブ
ル
ス
〉

◦
優　

勝
…
太
田
・
坂
手
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
準
優
勝
…
春
藤
・
廻
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

◦
優　

勝
…
岡
本
奈
々
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
）

◦
準
優
勝
…
花
井
真
帆
（
高
陽
中
）

第
26
回
赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
交
歓
会

■
開
催
日
／
10
月
7
日

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
参
加
人
数
／
30
人

■
結
果

〈
５
・
６
・
７
ｍ
の
部
（
７
人
）〉

◦
優　

勝
…�

三
宅
悠
太
〈
Jr.
１
級
〉

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
東
６
）

◦
準
優
勝
…�

三
宅
真
由
〈
Jr.
２
級
〉

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
東
６
）

〈
８
ｍ
の
部
（
８
人
）〉

◦
優　

勝
…�

三
宅
俊
恵
〈
初
段
〉

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
東
６
）

◦
準
優
勝
…�

細
川
民
子
〈
初
段
〉

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
西
10
）

〈
９
・
10
ｍ
の
部
（
13
人
）〉

◦
準
優
勝
…�

平
井
達
良
〈
３
段
〉

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
西
２
）

第
29
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■
開
催
日
／
平
成
30
年
2
月
4
日
㈰

　

受
付
…
午
前
９
時
～

■�

場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園　

■�

種
目
・
ク
ラ
ス
／
ダ
ブ
ル
ス
個

人
戦
、
シ
ン
グ
ル
ス
個
人
戦

■
参
加
費
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

１
人
千
円
、
市
外
在
住
者
１
人

１
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
は

そ
れ
ぞ
れ
半
額
）

■
申
込
期
限
／
平
成
30
年
１
月
22

日
㈪
午
後
５
時

■
主
催
／
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
福
田 

☎・FAX（
９
５
５
）５
７
９
７

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。〈
敬
称
略
〉

全
国
大
会
出
場

募　
集

結　
果
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●12月のスポーツ施設スケジュール
山陽ふれあい公園 吉井B&G海洋センター

屋内プール
10:00

▼
20:30

13:00
▼

20:30

10:00
▼

16:30

10:00
▼

12:00

14:00
▼

16:00

18:30
▼

20:30
1金 ○ ○ ○ ○
2土 ○ ○ ○ ○
3日 ○ ○ ○
4月 休館日 休館日
5火 ○ ○ ○ ○
6水 ○ ○ ○ ○
7木 ○ ○ ○ ○
8金 ○ ○ ○ ○
9土 ○ ○ ○ ○

10 日 ○ ○ ○
11 月 休館日 休館日
12 火 ○ ○ ○ ○
13 水 ○ ○ ○ ○
14 木 ○ ○ ○ ○
15 金 ○ ○ ○ ○
16 土 ○ ○ ○ ○
17 日 ○ ○ ○
18 月 休館日 休館日
19 火 ○ ○ ○ ○
20 水 ○ ○ ○ ○
21 木 ○ ○ ○ ○
22 金 ○ ○ ○ ○
23 土 ○ ○ ○
24 日 ○ ○ ○
25 月 休館日 休館日
26 火 ○ ○ ○ ○
27 水 ○ ○ ○ ○
28 木

休館日 休館日
29 金

30 土

31 日

○屋内プール一般開放

開館時間と利用料金
●山陽ふれあい公園 （☎955-4432）
　午前9時〜午後9時（日曜日・祝日 午後5時）
　［プール］ 高校生以上400円
　 中学生以下200円
　 ※�市内在住で65歳以上の人、障害者手帳、療育手

帳または精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人
は利用料が半額になります。受付へ証明書を提示
してください。

　［トレーニングルーム］ 300円
　 ※�トレーニングルームのご利用は高校生以上で初

心者講習修了者に限ります。初心者講習は開館時
間内でいつでも受講できます。

●吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎954-2323）
　午前9時〜午後9時
　（日曜日・祝日 午後5時）
　［プール］
　　高校生以上200円、中学生以下100円
　［トレーニングルーム］ 200円
　 ※トレーニングルームのご利用は高校生以上です。
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スポーツの話題
 SPORTS TOPICS

山陽ふれあい公園では、たくさんの運動教室を開催しています。１２月からでも参加できる教室のご紹介です。
運動を始めたいと思っている方など気になる方は、お気軽にお問い合わせください。

◎問い合わせ・申し込み先…山陽ふれあい公園 ☎955-4432／吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎954-2323
　ご不明な点は、お気軽にお問い合わせください。

山陽ふれあい公園 〜 12月から参加できる運動教室 参加者募集 〜

●子ども向け教室
教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

リトミック教室（0歳～1歳6カ月）
第2・4金

10:00 ～ 10:45 10人
音楽を楽しみながら、情操、音感、生活習慣を身につけていく音楽教育法です。

リトミック教室（1歳6カ月～3歳） 11:00 ～ 11:45 10人
ダンス教室（5歳～小3） 木 16:30 ～ 17:30 15人 楽しく踊って、音感、からだの使い方も覚えていきます。

スイミング教室
（幼児クラス）

火 15:30 ～ 16:30 24人
３歳から未就学時までを対象にしたクラスです。水 15:30 ～ 16:30 15人

木 15:30 ～ 16:30 24人

スイミング教室
（児童クラス①）

火 16:30 ～ 17:30 30人

小学１年生から小学６年生を対象にしたクラスです。　　　　　　　　　　　　
※小学生でも水慣れから始める場合は、幼児クラスをおすすめする場合があります。

水 16:30 ～ 17:30 20人
木 16:30 ～ 17:30 30人

スイミング教室
（児童クラス②）

火 17:30 ～ 18:30 30人
木 17:30 ～ 18:30 30人

●大人（16歳以上）向け教室
教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

◇おすすめの教室
やさしい筋調整ヨガ 水 11:00 ～ 12:00 15名 無理なく、楽しく、音楽に合わせてからだを動かします。
ヨガ（エクササイズ） 水 13:45 ～ 14:45 15人 体幹を引き締める効果もある教室です。
はじめてエアロ 木 10:00 ～ 10:40 15人 初めての人も音楽に合わせてからだを動かすクラスです。
元気はつらつトレーニング 木 11:00 ～ 12:00 15人 日常生活を元気に楽しんで過ごせるからだ作りをしていくクラスです。
太極拳入門 木 14:15 ～ 15:15 10人 太極拳を始めてみたいという人におすすめのクラスです。
ヨガ（アロマ） 土 9：15 ～ 10：15 15人 呼吸と香りでリラックスしながらヨガを楽しむクラスです。
◇からだのラインが気になる人に
脂肪燃焼エクササイズ 火 11:10 ～ 12:00 15人 有酸素運動と筋コンディショニングで脂肪燃焼。健康寿命を延ばしましょう。
ボディパンプ 火 19:30 ～ 20:30 20人 引き締まった脂肪燃焼しやすいからだをつくっていきます。
◇プールでからだを動かす教室
はじめて背泳ぎ 火 14:30 ～ 15:00 10人 これから背泳ぎに挑戦したい人を対象にしたクラスです。
はじめてクロール 水 14:30 ～ 15:00 10人 クロールを泳げるようになりたい人向けのクラスです。
アクアウォーキング 木 13:15 ～ 13:45 15人 浮力で膝の負担を軽減しながら、楽しく歩いて運動不足解消。

※教室の日程、内容などは都合により変更することがあります。

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センターでは、さまざまな教室を開催しています。初めてでも気軽に参加できます。
自然あふれる吉井Ｂ＆Ｇ海洋センターで、一緒に楽しくからだを動かしてみませんか。お気軽にお問い合わせください。

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター 〜スポーツ教室 参加者募集〜

●子ども向け教室
教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

みずなれ教室（4・5歳児） 土 10:00 ～ 10:50 10人 水に慣れることから始め、楽しく遊びながら顔付けなどができるようになります。
水泳教室１・２年生 水 18:30 ～ 19:20 20人 子どものレベルに合わせながら、正しい泳ぎが身に付きます。
水泳教室３・４年生 金 18:30 ～ 19:20 20人 泳力に合わせ練習し、正しい泳法を身に付け25㍍泳げることを目標に行います。
水泳教室５・６年・中学生 水・金 19:30 ～ 20:20 20人 泳力に合わせグループ分けし、タイムアップを目指します。４泳法も指導します。
※泳力レベルでクラス変更あり

●大人（16歳以上）向け教室
教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

ヨガ 木 20:00 ～ 20:50 20人 ヨガの正しいポーズや呼吸で、からだの調整を図ります。
ズンバ 金 19:30 ～ 20:10 20人 ラテンの音楽に合わせてダンスするエクササイズです。
Ｂ.コンディション 金 20:10 ～ 20:50 20人 身体のコンディションを整え、柔軟性、引き締め効果のあるストレッチです。
太極拳 第2・4火 19:30 ～ 20:50 20人 太極拳の型を重視し、筋力の柔軟性、身体バランスを養います。
水中ウォーキング 火・土 11:00 ～ 11:50 20人 水中を歩くことで水の浮力や水圧を利用し、筋力や体力の向上、引き締め効果が期待できます。
ノルディックウォーク 第1・3木 10:20 ～ 11:00 20人 ポールを使った歩行運動、効果的な有酸素運動ができます。
アクアビクス 第1・3木 11:20 ～ 11:50 20人 音楽に合わせて水中でからだを動かし、全身を鍛えることができます。

 　※教室の日程、内容などは都合により変更することがあります。

広報あかいわ（平成29年12月号）16



図書館通信
LIBRARY NEWS

情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

●利用案内
♢開館時間…中央図書館 ： 午前10時～午後6時（木曜日は午前10時～午後8時）
　　　　　　赤坂・熊山・吉井図書館 ： 午前10時～午後6時
♢図書館休館日…毎週月曜日／館内整理日（12月、サマータイム期間を除く毎月最終金曜日）／
　年末年始（12月28日～1月4日）／特別整理期間（蔵書点検）

★はじめて本を借りるときはカウンターで「利用者カード」を作ってください。
　免許証、健康保険証、生徒手帳など住所、氏名が確認できるものをお持ちください。
　※市内に在勤・在学の人は勤務先・通学先が分かるものが必要です。
　※小学生以下は、保護者が申請してください。

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

■12月の休館日

赤磐市内全図書館休館日

●各図書館の問い合わせ先
♢中央図書館…☎955-0076／FAX 955-0083　　♢赤坂図書館…☎957-2212／FAX 957-9450

♢熊山図書館…☎995-1273／FAX 995-3823　　♢吉井図書館…☎954-9200／FAX 954-9201

＜ 中央図書館Facebookページ　https://www.facebook.com/赤磐市立中央図書館-294845317543372/ ＞

きらり☆しあたーユニバーサル映画上映会

『�もういちど』（95分）
　たい平は落語修行をあきらめ、
独り長屋に流れ着く。そこで出会
った心を閉ざす少年に、落語を教
えることに。いつの間にか親子の
様に笑い合う2人は、長屋の個性
豊かな連中に温かく包まれ自分を取り戻していく。
■日時／１2月16日㈯ 午後2時～
■場所／中央図書館 多目的ホール
■参加費／無料
■申し込み／不要
※聴覚に障がいをお持ちの人も、日本語字幕でお楽

しみいただけます。

アニメ映画会

『�わすれた森のヒナタ～おじゃる丸スペシャル～』（51分）
　おじゃる丸たちが遊んでいると、記憶を失った“ヒ
ナタ”という女の子がいつの間にかいた。森で彼女
と同じく自分のことを忘れた生き物たちに出会い、
一緒に冒険の旅をすることに。
■日時／１2月17日㈰ 午後2時～
■場所／吉井図書館 ２階視聴覚室
■参加費／無料　　■申し込み／不要

クリスマスおはなし会

　ＩＰＵ環太平洋大学の学生の皆
さんによる、クリスマスにちな
んだおはなし会です。工作や
絵本の読み聞かせなど、楽し
いひとときを図書館で過ごし
ましょう！
■日時／12月9日㈯ 午前１０時３０分～１１時３０分
■場所／中央図書館 多目的ホール
■出演／IPU環太平洋大学子ども発達学科の皆さん
■参加費／無料　　■申し込み／不要

「ほんの福ぶくろ」を貸出します

図書館スタッフが選んだ本を借りてみませんか？
　年末年始に新たな本との出会いはいかがですか？
1袋には3冊の本。どんな本が入っているかは借りて
からのお楽しみ！
■日時／１2月23日㈯ ～（※休館日を除く）
■場所／中央図書館
■対象／乳幼児～一般
■数量／先着120袋（※なくなり次第終了）

今月も楽しい
イベントが盛りだくさん！

皆さんの参加を
お待ちしています。
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簡単かわいい松ぼっくりツリーを作ろう！
もうすぐクリスマス。松ぼっくりを使ってかわいいツ
リーを作りませんか？
■日時／１２月９日㈯　午後１時３０分～３時　
■対象／幼児～小学生　　■定員／１０人
■参加費／１００円（材料費）
■��持ち物／ハンカチ（手拭き用）、汚れても良い服か

エプロン、持ち帰りの袋（ナイロン袋・紙袋など）
■�その他／子どものみの参加もＯＫ（保護者の皆さん

も一緒にどうぞ）
■申し込み／１１月２７日㈪から受付中 

男のそば打ち教室
初心者大歓迎! そばのおいしさのポイントは「３たて」ひ
きたて・打ちたて・ゆでたて!! 極意を学びましょう。
■日時／平成３０年１月１９日㈮　午前１０時～午後１時
■講師／山崎 善子さん
■対象／一般　　■定員／１０人
■参加費／１００円＋別途材料費（300円程度）
■��持ち物／エプロン、三角巾、ふきん
■申込開始日／１２月１日㈮

元気もりもり講座（全６回）～熊山公民館編～
「元気もりもり講座〜熊山公民館編〜」が開講してい
ます。今月実施する「認知症サポーター養成講座」が
第６回目で最後の講座となります。
■日時／１２月７日㈭　午前１０時～正午
■対象／６０歳以上　　■定員／３０人
■参加費／５００円
■��持ち物／筆記用具、飲み物
■申し込み／受付中

三世代交流「お正月百人一首教室」
古典に親しみ始めた小学生から、さまざまな年代の大
人まで一緒にかるた遊びを体験し、百人一首と日本の
文化に親しんでみませんか。
■日時／平成３０年1月6日㈯　午前９時３０分～正午
■講師／北川 久美子さん
■対象／小学生～一般　　■定員／２０人
■参加費／無料
■申込開始日／１２月１５日㈮

無料観望会（竜天天文台）
一年で最も多くの１等星が見られるころです。満月が
近い大きな月と１等星めぐりをしましょう。
■日時／１２月２日㈯　午後６時～９時  
　　　　※曇天など観測できない場合は中止します。
■場所／竜天天文台公園
■対象／一般　　■参加費／無料
■��持ち物／防寒着　　■申し込み／不要

百人一首講座
お正月にする遊びにかるた取りがあります。百人一首
をつうじて和歌の心に触れ、ひと足先に日本の文化の
かるた遊びを体験しましょう。
■日時／１２月９日㈯　午前１０時～正午
■場所／ライフプラザ吉井2階 視聴覚室
■�内容／◦百人一首の作者と和歌に詠んだ想いを味わう
　　　　◦百人一首でかるた取り
■講師／北川 久美子さん
■対象／小学生～一般　　■定員／２０人
■参加費／無料　　■申し込み／随時

初日の出を迎える会
ご来光を見ながら、新年の門出を一緒に祝いましょう。
■日時／平成３０年１月１日㈪　午前６時～８時
■場所／竜天天文台公園
■対象／一般　　■定員／なし
■参加費／無料　　■��持ち物／防寒着
■申し込み／不要
※荒天時は中止します。
　　 
 

◆講座の受け付けは、各館とも午前9時からです。　◆定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
◆この公民館情報は、市ホームページでもご覧いただけます。市ホームページ▶http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）

●笹岡公民館 （坂辺９／☎９５７-２２１４）

●吉井公民館 （周匝１３６-１／☎９５４-１３７９）

●熊山公民館 （松木６２３／☎９９５-１３６０）

■その他の公民館の住所・問い合わせ先
○赤坂公民館 （町苅田５０７／☎９５７-２２１１）
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公民館講座のご案内
COMMUNITY CENTER

開催日 内　　　容
1 1/18㈭ 開講式・はつらつ元気に年を重ねる秘訣
2 1/25㈭ 柔軟性をのばす体操を学ぼう
3 2/8㈭ バランスをとる体操を学ぼう
4 2/13㈫ 持久力をのばす体操を学ぼう
5 2/22㈭ 暮らしの中でできる体操を学ぼう
6 3/1㈭ 噂のいきいき百歳体操を体験しよう
7 3/8㈭ これからがスタート!！ 私の運動習慣

12月思い出作り教室～元気に友達と遊ぼう～
あいさつ、はきものはくつ箱に、遊んだ後は片付けて、
一人ひとりが守って楽しい思い出を作りましょう！
■日時／12月1日㈮～25日㈪　午後４時～５時
　　　　※火曜日、日曜日、祝日は教室を休みます。
■対象／幼児、小学生、一般　　■定員／なし
■参加費／無料
■申し込み／不要（期間中何回でも利用できます）

クリスマスケーキ作り教室
楽しさいっぱい！！ 自分で作ったケーキで、クリスマス
の食卓を囲みましょう。
■日時／１２月１６日㈯　午前9時～午後１時
■講師／阿部 千枝子さん
■対象／一般　　■定員／１２人
■参加費／１，０００円
■申込開始日／１２月１日㈮

書道体験教室（パート2）
初心者の人、ちびっ子の皆さん、勇気を出して参加し
てみましょう。きっといいことがありますよ！！
■日時／１２月２５日㈪　午前１０時～正午
■講師／坂本 茂巳さん
■対象／小学生～一般　　■定員／１５人
■参加費／２００円
■申込開始日／１２月１日㈮

そば亭 「やよい」出店
山陽公民館主催の「蕎麦学校」で学んだメンバーが

「そば」を提供します。少し早い「年越し蕎麦」をお楽
しみください。
■日時／１２月１５日㈮　午前１１時３０分～午後１時　
■定員／４０人
■参加費／年越しそば（ニシンそば） 400円〈限定40食〉
■申込開始日／１２月１日㈮

第６8回ブルーシャトーコンサート
「昼下がりの師走ギターコンサート」
フラメンコ、ギターデュオ・トリオでお贈りします。
■日時／12月16日㈯　午後2時～3時30分
　　　　（開場…午後1時30分）
■�出演／吉岡 慶博さん（フラメンコギター）、小竹 祐

加さん・遠藤 尚子さん（ギターデュオ「ラス・ピオー
ネス」）

■�曲目／「グラナディーナスとアルハンブラの想い出」
「ラ・クンパルジータ」「愛のロマンス」「瀬戸の花
嫁」「クリスマスソング」  ほか　

■対象／乳幼児～一般　　■入場料／無料　　　
■申し込み／不要　

フラワーアレンジメント
プリザーブドフラワーを使ってお正月に飾れるフラワー
アレンジメントを楽しみましょう。
■�日時／１２月１５日㈮
　　　　午後２時～４時
■講師／歳森 由紀子さん　
■対象／一般　
■定員／１５人　
■参加費／１，２００円
■��持ち物／ハサミ、ピンセット
■申込開始日／１２月１日㈮

元気はつらつ塾（全７回）
転倒予防体操や運動の大切さや心地よさを体験し継続
した運動習慣を身に付けましょう。
■�開催日・内容

■時間／午前１０時～１１時３０分（各回共通）
■講師／コナミスポーツクラブ インストラクター
■対象／６０歳以上で運動経験の少ない人
■定員／３０人　　■参加費／５００円
■��持ち物／運動のできる服装、タオル、飲み物
■申込開始日／１２月１日㈮

子育て支援「子どもの広場」教室
絵本の読み聞かせ・紙芝居などを親子で見て、楽しい
時間を過ごしましょう。
■�日時／１２月８日㈮　午前１０時～１１時
■講師／ぐりとぐらの皆さん
■対象／幼児とその保護者　　■定員／６０人
■参加費／無料
■申込開始日／１２月１日㈮

おいしいパンづくり教室
焼きたてのパンと、生地の中に包む具材のアレンジを
楽しみましょう！ 塩パンも焼きます。
■日時／平成３０年１月１３日㈯　午前９時～午後１時
■講師／青井 初恵さん
■対象／一般　　■定員／１６人
■参加費／５００円
■��持ち物／エプロン、三角巾、タオル
■申込開始日／１２月１６日㈯

●中央公民館 （下市337／☎955-0069） ●西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）

●高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）
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●赤磐市の人口 （平成29年11月1日現在）

人 　 口 44,478 人 （ ＋ 7 ）
男 　 性 21,345 人 （ ＋23 ）
女 　 性 23,133 人 （ －16 ）
世 帯 数 18,198 世帯 （ ＋13 ）

　※（　）は10月1日との差

●平成29年10月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は平成29年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他
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●平成29年10月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉 （赤磐警察署調べ）
総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数

29年10月中 83 11 0 0 13 72 
28年10月中 84 12 0 0 16 72 
増        減 -1 -1 0 0 -3 0 

29年10月末 855 98 0 6 107 757 
28年10月末 929 158 0 7 185 771 
増        減 -74 -60 0 -1 -78 -14 

●今月の交通標語 『 なぜ出せない？ そんな手間かな ウインカー 』

友達は ぼくの大事な
たからもの。

今月の人権啓発標語

０
（ フ リ ー ダ イ ヤ ル ）

１２０−１
い い わ

１８−
聞いて

３
み よ う よ

８４

あかいわ健康・急病
相談ダイヤル

■相談例
・病院に行くか、様子を見るか悩んでいる。
・発熱したため受診はしたが、夜になっても熱が下がらない。
■ 経験豊富な相談スタッフが健康に関する相談に、
　24時間年中無休で、きめ細かくアドバイスします。
※ プライバシーは厳守されるシステムになっています

ので、安心してご相談ください。
※ 携帯電話、PHSからの通話は可能ですが、非通知設

定の電話、公衆電話からの相談は受けることが
できませんのでご注意ください。

■この電話健康相談に関する問い合わせ先
　本庁健康増進課 ☎955-1117

●12月の休日当番医（窓口受付 9:00～17:00）

3日㈰ 桜井内科 ☎957-3012

吉井外科内科クリニック ☎086-952-3331

10日㈰ 片山医院 ☎086-229-2166

間阪内科 ☎086-952-1717

17日㈰ 越宗医院 ☎957-3035

こどもクリニックえくぼ ☎086-952-1515

23日㈯ あかいわファミリークリニック ☎955-9251

岩藤胃腸科外科歯科クリニック ☎086-952-1166

24日㈰ 戸田小児科医院 ☎955-3121

さくら整形クリニック ☎995-9720

29日㈮ 佐伯北診療所 ☎954-2032

鈴木医院 ☎086-952-0205

30日㈯ ふよう内科クリニック ☎955-7110

道満医院 ☎957-2111

31日㈰ 森クリニック ☎954-4747

石原医院 ☎086-952-0162

※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については11月1日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。
　<問い合わせ先> 本庁健康増進課 ☎955-1117

●今月の相談（相談は無料で秘密は堅く守られます）

相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

【消費生活】 月曜日～木曜日（祝休日を除く）
10:00～16:00

本庁2階
消費生活センター

本庁くらし安全課くらし安全班
☎955-4783

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田　哲也・賀川　進太郎

12月8日㈮
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・協働推進班
☎955-1114

【巡回無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
髙野　祐一

12月8日㈮
10:00～15:00

熊山支所              
2階会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

【なやみごと（人権）】
相談員／人権擁護委員

【行政】
相談員／行政相談委員

12月1日㈮
10:00～12:00

熊山支所              
2階会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

12月6日㈬
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・協働推進班
☎955-1114

12月13日㈬
10：00～15：00

赤坂健康管理センター 赤坂支所市民生活課
☎957-2226

相談ダイヤルを利用した皆さんの感想をぜひお聞かせください。
本庁総合案内、山陽保健センターおよび各支所健康福祉課の窓口
に用紙を置いています。ご協力をお願いします。

感 想 募 集 中 !!

●12月25日 納期限の税など
市 県 民 税 4   期
国 民 健 康 保 険 税 7   期
介 護 保 険 料 7   期
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 6   期

※期限内に納めましょう。
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ライフ・カレンダー
LIFE CALENDAR

●12月の健診・定期救急講習など
1 金

2 土 ㊡桜が丘出張所

3 日

4 月 ㊡山陽郷土資料館

5 火 ⃝1歳6か月児健診

6 水 ⃝2歳6か月児歯科健診
㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

7 木 ⃝健康相談［吉井地域］（吉井保健センター） 受付9：30～10：30

8 金 ⃝健康相談［赤坂地域］（赤坂健康管理センター） 受付9：30～10：30

★犯罪ゼロの日

9 土 ㊡桜が丘出張所

10 日 ★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日 

11 月 ⃝健康相談［熊山地域］（熊山保健福祉総合センターほほえみ） 受付9：30～10：30

㊡山陽郷土資料館

12 火 ⃝3歳児健診

13 水 ⃝健康相談［山陽地域］（山陽保健センター） 受付13：30～14：30

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

14 木 ⃝育児相談（山陽保健センター）

15 金

16 土 ㊡桜が丘出張所

17 日

18 月 ㊡山陽郷土資料館

19 火 ⃝乳児健診

20 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所
★交通事故・交通違反ゼロの日

21 木

22 金

23 土  ㊡桜が丘出張所 ㊡山陽郷土資料館 

24 日 ⃝定期救急講習（赤磐市消防署北出張所会議室） 9：00～12：00

25 月 ㊡山陽郷土資料館 ★交通安全日

26 火

27 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

28 木 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所 ㊡山陽郷土資料館

29 金 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所 ㊡山陽郷土資料館

30 土 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所 ㊡山陽郷土資料館
★交通事故・交通違反ゼロの日

31 日 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所 ㊡山陽郷土資料館

●乳幼児健診・育児相談の日程
<乳幼児健診＞
　 持ち物は対象者に送付する「健診のご案内」をご確認ください。
　▶場所…山陽保健センター ▶受付時間…12：45～13：15

健診・受診日 対象者

☆乳児健診
12月19日㈫ 平成29年8月生まれ

☆1歳6か月児健診
12月5日㈫ 平成28年5月生まれ

☆2歳6か月児歯科健診
12月6日㈬

平成27年6月1日
～7月6日生まれ

☆3歳児健診
12月12日㈫

平成26年6月3日
～6月30日生まれ

<育児相談＞
　母子健康手帳をご持参ください。

相談日・受付時間・場所 対象者

12月14日㈭
9：45～10：30

山陽保健センター

平成29年2月生まれ・
平成29年5月生まれ
および希望者

■次の健診日程のお知らせ
・乳児健診………………1月30日㈫、2月27日㈫
・1歳6か月児健診………1月16日㈫、2月6日㈫
・2歳6か月児歯科健診…1月10日㈬、2月14日㈬
・3 歳 児 健 診……………1月23日㈫、2月20日㈫
・育児相談（山陽保健センター）…1月26日㈮、2月22日㈭
・育児相談（吉井保健センター）…1月25日㈭

　平成29年度の健診日程・対象者などについては、
市ホームページや市内保育園、幼稚園、子育て支援
センターでご確認いただけます。
　また、平成29年度子どものけんこうカレンダーは、
本庁健康増進課および各支所健康福祉課にあります
ので、ご利用ください。

お子さんの成長を
一緒に確認する

大切な健診です。
ぜひ受けましょう♪
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　特定健診は、40歳から74歳の皆さんの生活習慣病の
早期発見や重症化予防を目的としています。
　集団健診は、11月半ばで終了しましたが、個別健診は
12月末まで行っています。実施医療機関をご確認のうえ、
受診してください。
　また、次の日程で「未受診者健診」を行いますので、こ
の機会に受診してください。
■日時／12月10日㈰　午前８時～９時（受付）
■場所／山陽保健センター
■問い合わせ先
＜特定健診の受診券について＞
　・本庁市民課国保年金班　☎955-1113
＜特定健診の内容について＞
　・本庁健康増進課　☎955-1117
　・赤坂支所健康福祉課　☎957-4822
　・熊山支所健康福祉課　☎995-1293
　・吉井支所健康福祉課　☎954-1374

　９月23日、中央公民館で史跡シンポジウム「両宮山古
墳以後―古墳時代後期の赤磐と倭王権―」を開催しま
した。当日は220人もの参加があり、史跡両宮山古墳築
造の後、統合へと社会が変動した時期の赤磐はどのよう
なものだったか、想いをめぐらせていました。
　古墳時代研究の第一線で活躍する講師らによる第一
部の講演では、市内の石室の変遷や手工業生産の発展、
畿内との結びつき、社会構造の変化などについての講演
が行われ、第二部では当時の地域社会について、地域を
囲む情勢を含めて活発な議論が行われました。
　参加者からは「有意義な講演だった」などの声も多く、
郷土の歴史を知る良い機会となりました。今後も文化財
関連のイベントを行いますので、ぜひご参加ください。
■問い合わせ先
　・社会教育課文化財班　☎955-0710

　生後91日以上の飼い犬の登録（生涯1回）と狂犬病予
防注射（毎年1回）が、法律で決められています。
　登録をすると犬の鑑札が交付されますので、必ず飼い
犬に付けてください。飼い犬が迷子になったときに、飼い主
を探す手掛かりにもなります。
　狂犬病は昭和32年以降日本国内での発生はありませ
んが、世界に目を向けると多くの国で発生しており、年間５
万人以上が亡くなっています。発症した場合の治療法は
見つかっておらず、致死率はほぼ100％のとても恐ろしい
病気です。まだお済みでない場合には早く狂犬病予防注
射を受けさせましょう。
　「日本では発生していないから」「室内飼育だから」「犬
の体への負担が心配」などの自己判断で予防接種を受
けさせない人が増えていますが、予防接種は愛犬の感染
を防ぐこと以上に、日本での狂犬病の発生を防ぎ、国民を
狂犬病の感染から防ぐという大きな目的があるのです。
■問い合わせ先
　・本 庁 環 境 課　☎955-5347
　・赤坂支所市民生活課　☎957-2226
　・熊山支所市民生活課　☎995-1214
　・吉井支所市民生活課　☎954-1183

　10月14日に中央図書館で防災意識の向上を目的とした、
赤磐市防災講演会を開催しました。
　講師に福島県いわき市から、吉田一弥さんをお招きし

「東日本大震災時の消防団活動について」と題して被災
地のつらい状況の中、現地での住民の避難誘導、給水活
動、食料の支給などの活動についてお話しいただきました。
　参加者からは、「災害時は支援が行き届くまでに時間が
かかる」「まずは自分で身を守るという意識が必要」など多
くの反響がありました。現場で活躍した人の声が直接聞け
たことで、いつ起こるか分からない災害への備えが必要で
あることを再確認できました。
■問い合わせ先
　・本庁くらし安全課　☎955-2650

国保の特定健診を受けましたか？飼い犬の登録と狂犬病予防注射はお済みですか

古墳時代を考える史跡シンポジウム
「両宮山古墳以後」開催

赤磐市防災講演会
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市政情報
MUNICIPAL GOVERNMENT

　市教育委員会では、平成30年度赤磐市社会教育関係
団体への登録希望団体を募集します。登録を希望する団
体は、登録要件を満たすかどうか、事前に確認のうえ、申
請期間内に必要書類を提出してください。
■主な登録要件
　・�社会教育に関する事業を主として実施する団体であ

ることが明記された規約を有すること。
　・�自己財源を有し、団体の運営が確実になされていること。
　・�団体の構成員は10人以上で、原則として赤磐市内に

在住、在勤または在学していること。
　・�事務所を市内に有し、主たる活動の場が市内であること。
　・�年間を通じて定期的な事業を過去１年以上継続して

おり、将来も継続できると見込まれること。
　・�会員相互の親睦交流を主な目的とする団体でないこと。
■必要書類
　・申請書類一式
　・団体の規約
　・平成28年度決算書事業報告書
　・平成29年度予算書および事業計画書
　・平成30年1月末現在の決算書および事業見込み書
　・平成30年1月末現在の通帳の写しまたは残高証明書
　・会員名簿（住所、役員名が明記されたもの）
　・平成29年度総会資料
　・実施事業の成果物と実施状況の分かる写真
■申請期間／平成30年２月１日㈭～２８日㈬
■問い合わせ・申し込み先
　・�教育委員会社会教育課　☎955-0783

　年末年始は何かと忙しい時期でもあり、つい気持ちの
ゆとりを失いがちです。焦らず、急がず、また、ゆとりとゆず
り合いの気持ちを忘れず、安全運転を心がけましょう。ま
た、飲酒の機会が増えますが、飲酒運転は許されませ
ん。完全に体のアルコールが抜けてからにしましょう。交通
ルールをまもり、交通事故を起こすことなく楽しい年末年
始にしましょう。
■期間／12月１日㈮～平成30年１月８日㈪
■スローガン／「交通ルール 守って無事故の 年末年始」
■�運動の目標／①高齢者の交通事故防止 ②夕暮れ時・

夜間における交通事故防止 ③飲酒運転の根絶
■問い合わせ先
　・�本庁くらし安全課　☎955-2650

　整骨院や接骨院などの柔道整復師の施術を受けるとき、
国民健康保険（国保）が使えない場合がありますので、ご
注意ください。
　国保が使えない施術については、全額自己負担となり
ます。もし、誤って国保を使っていたことが分かった場合は、
国保が負担した施術費用を返していただくことになります。

 ＜保険が使える場合＞
○打撲
○捻挫
○挫傷（肉離れなど）
○骨折・脱臼
※骨折・脱臼については、医師の同意が必要です
　（応急措置を除く）

 ＜保険が使えない場合（全額自己負担）＞
○慢性的な肩こりや筋肉疲労
○スポーツによる筋肉疲労・筋肉痛
○病気（神経痛、リウマチ、五十肩、関節炎、ヘルニ

アなど）が原因の痛みやこり
○脳疾患後遺症などの慢性病や、症状の改善がみ

られない長期の施術
○保険医療機関で療養中のものなど

■柔道整復師にかかるときの注意点
◇負傷の原因を正しく伝えましょう
　負傷の原因が仕事中などで労働災害に該当する場合
は、国民健康保険の保険給付は行われません。また、交
通事故による場合で国民健康保険を使用したときは、必
ずお知らせください。
◇保険医療機関（病院、診療所など）との重複受診は不可
　同一の負傷で、同時期に柔道整復師の施術と保険医
療機関での治療を重複して受けることはできません。
◇領収書は必ずもらいましょう
　国民健康保険を使った場合は、後日、市から「医療費
のお知らせ」を送付しますので、医療機関や整骨院、接骨
院の領収書と請求内容を確認してください。
■国民健康保険からのお願い
◇治療内容についておたずねすることがあります
　医療費の適正化のために、文書や口頭で負傷の原因
や施術内容、施術年月日についておたずねすることがあ
ります。施術の記録や領収書などを保管していただき、照
会がありましたら、ご自身で回答できるようご協力をお願い
します。
■問い合わせ先
　・本庁市民課国保年金班　☎955-1113

「赤磐市社会教育関係団体」登録希望団体募集柔道整復師（整骨院・接骨院）のかかりかた　

年末・年始の交通事故防止県民運動
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■赤磐市予防接種協力医療機関
医療機関名 所在地 電話番号

赤磐医師会病院 下市187-1 955-6688

あかいわファミリークリニック 河本1143 955-9251

あまの耳鼻咽喉科医院 日古木795-1 955-8191

うえの内科小児科医院 桜が丘西4-1-11 956-0505

おおくま皮ふ科医院 岩田3-1 955-8812

梶原内科医院 桜が丘西7-15-31 955-3750

小坂内科医院 山陽4-13-3 955-3344

桜が丘クリニック 桜が丘西6-3-13 955-8025

幸ヶ峯クリニック 長尾15 955-0815

山陽クリニック 上市141-1 955-7111

戸田小児科医院 山陽7-4-2 955-3121

ふよう内科クリニック 西中1188-1 955-7110

マスカット整形外科医院 穂崎851-1 086-229-2611

山本クリニック 五日市245-4 955-8868

吉井医院 山陽1-4-6 955-5515

越宗医院 西窪田523-1 957-3035

桜井内科 山口160-3 957-3012

戸川クリニック 西軽部211-1 957-3057

道満医院 町苅田920 957-2111

熊山診療所 松木621-4 995-1251

さくら整形クリニック 桜が丘東4-4-471 995-9720

是里診療所 是里3121 954-0183

佐伯北診療所 塩木14 954-2032

森クリニック 周匝728-1 954-4747

※予約が必要な場合がありますので、事前に医療機関へおたずねください。
�※�岡山県内相互乗り入れ予防接種協力医療機関でも予防接種を受けることができ

ます。詳しくは赤磐市役所の担当課におたずねください。
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出
産
さ
れ
た
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の

生
活
を
ス
ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め

に
、平
成
29
年
４
月
か
ら
、実
家
が
遠
い

な
ど
の
理
由
で
ご
家
族
か
ら
支
援
を
受
け

ら
れ
な
い
人
や
、お
母
さ
ん
の
体
調
不
良

や
育
児
へ
の
不
安
が
あ
る
人
な
ど
を
対
象

に
、産
後
ケ
ア
事
業
、産
後
子
育
て
サ
ポ
ー

タ
ー
派
遣
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

～
利
用
者
の
声
～

▼�

夫
の
仕
事
が
忙
し
く
、赤
ち
ゃ
ん
と
二
人
で
過
ご
す
こ
と
が
多
い

た
め
不
安
で
し
た
が
、サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
に
自
宅
に
来
て
も
ら

い
、沐
浴
や
日
用
品
の
買
い
出
し
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
助
か
り

ま
し
た
。

▼�

子
育
て
の
経
験
も
あ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
だ
っ
た
の
で
、い
ろ
い

ろ
と
子
育
て
の
相
談
に
も
の
っ
て
も
ら
い
、安
心
し
ま
し
た
。

▼�

サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
と
お
話
を
す
る
こ
と
は
、良
い
気
分
転
換
に
も

な
り
ま
し
た
。

▼�

周
り
の
お
母
さ
ん
に
も
す
す
め
た
い
で
す
。

▼�

産
後
ケ
ア
事
業
の
家
庭
訪
問
型
を
利
用
し
ま
し
た
。授
乳
の
仕

方
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
き
、赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
も

確
認
し
て
も
ら
え
、安
心
し
ま
し
た
。

※
利
用
に
は
、事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、利
用
で
き
る
時
期
や
回
数
に
上
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳

し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
健
康
増
進
課 

☎（
９
５
５
）１
１
１
７

産
後
ケ
ア
事
業・産
後
子
育
て

サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
始
ま
り
ま
し
た

～
産
後
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
～

Reader'sSquare
読者の広場

読
者
の

広
場
　

㉄秘書企画課 ☎955-4770

このコーナーでは、
みなさんからの投稿を
お待ちしています。
２月号は１２月１２日㈫が
記事の締め切りです。

◆�

日
時
／
12
月
17
日
㈰ �

午
後
3
時
～

　
（
開
場
…
午
後
2
時
30
分
～
）

◆�

場
所
／
中
央
公
民
館

◆�

入
場
料
／
一
般
２
千
円(

当
日

券
２
５
０
０
円)

、
学
生
千
円

◆
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い

・
山
陽
こ
だ
ま
楽
器
（
下
市
93
）

　

☎（
９
５
５
）１
２
８
９

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
福
田 
☎
０
７
０（
３
７
８
３
）７
７
３
９

福
田
廉
之
介

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

催し

◆�

日
時
／
12
月
3
日
㈰ 

午
後
3
時
～

　

（
入
場
券
販
売
開
始
…
午
後
２
時
～
）

◆�

場
所
／
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
入
場
料
／
千
円

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
永
瀬
清
子
生
家
保
存
会

　

☎
０
７
０（
３
７
８
３
）０
２
１
７

「
き
よ
こ
の
く
ら
」～
蔵
は
壊
さ
れ

記
憶
は
残
る
～
上
映
会

催し

◆�

日
時
／
12
月
２
日
㈯ 

午
後
１
時
～
３
時
30
分

◆�

場
所
／
中
央
図
書
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

◆
内
容

・�

第
１
部
…
市
職
員
に
よ
る
説
明

　

�

赤
磐
市
の
「
介
護
予
防
の
取
り
組
み

と
介
護
保
険
の
現
状
」
に
つ
い
て

・�

第
２
部
…
平
松
幹
夫
さ
ん
（
シ
ニ
ア

ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
に
よ
る
講
演

「
人
生
百
歳
二
毛
作
！
終
活
で
発
見
す

る
心
豊
か
な
生
き
方
・
暮
ら
し
方
」

◆
参
加
費
／
無
料

◆
主
催
／
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
創
造
塾

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
石
戸 

☎（
９
９
５
）３
３
２
６

赤
磐
市
市
民
活
動
実
践
モ
デ
ル
事
業

第
４
回 

赤
磐
市
バ
ラ
色
未
来
創
造
大
学

～
自
分
ら
し
く
輝
い
て
生
き
る 

終
活
応
援
講
座
～

催し
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　10月12日、市役所で「安全・安心まちづくり旬間
（10月11日～20日）」にあわせ、自主防犯団体の集い
が開催され、市内の防犯ボランティアなど約80人が参
加しました。
　集いでは、多年にわたり防犯活動に功労のあった
団体と個人に対して表彰を行った後、自主防犯団体
へ夜間パトロールで使う防犯資材が贈呈されました。
続いて赤磐警察署長から市マスコットキャラクターの
あかいわモモちゃんが「特殊詐欺被害防止推進大
使」に委嘱されました。今後1年間啓発活動に一役か
います。
　また、岡山シーガルズの楢﨑慈恵選手と川畑愛希
選手が「安全・安心まちづくり宣言」を行い、参加者
は防犯活動に対する決意を新たにしました。このほ
か、特殊詐欺被害防止総合対策ベースのスタッフより
「特殊詐欺被害にあわないために」と題してクイズや
寸劇を交えた講話を行いました。
　その後、パトカー先導のもと青パトでパレードを行
い、市内のスーパーで皆さんと街頭啓発を実施しまし
た。今後も安全・安心なまちづくりを推進していきま
すので、ご協力をお願いします。

みんなでつくる安全・安心なまち
自主防犯団体の集い

タウン・トピックス

2017.9 ▶ 2017.10

　宝くじの受託事業収入を財源として実施している
財団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業
を活用し、桜が丘西８丁目町内会ではテントや倉庫、
草刈り機、下分区ではテントや倉庫、テレビなどの整
備を行いました。この助成は、宝くじの社会貢献広報
事業として、地域社会の健全な発展と住民福祉の向
上に役立てるため全国で活用されているもので、今
後ますます地域の親睦が図られ、コミュニティ活動の
活性化が期待されます。

地域の親睦活動の活性化に期待
宝くじの社会貢献広報事業助成

　９月22日に100歳を迎えられた久山都子さんのお祝
いに、市長や市職員が10月２日にご自宅を訪問しまし
た。
　市長からお慶び状やお祝いの花束が贈られると、
「ありがとうございます」と笑顔で受け取られました。
都子さんは戦地に赴いているご主人に代わって農業
を引き継いで55歳までお米を作られていました。ま
た、75歳までお孫さんのお世話をされていたそうです。
趣味は野菜づくりと編み物で、長寿の秘訣をおたず
ねすると「果物が好きで、ご飯の後は必ず食べるよう
にしています」と話されていました。

100歳おめでとうございます
久山都子さん（南方）
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　食育活動や基本的生活習慣の確立推進啓発活動の
一環として、市内の幼稚園、小・中学校の幼児児童生
徒に作品募集を行ったところ367点の応募があり、10
月４日の審査会の結果、最優秀元気アップ賞他70点
が選定されました。最優秀元気アップ賞の作品は次の
とおりです（敬称略）。
　なお、12月１日㈮から３日㈰まで、中央公民館に入
賞作品を展示します。皆さんぜひご覧ください。
＜幼児制作（団体）の部＞
　◦ひかり幼稚園（年中すみれ組）
＜幼児絵画（個人）の部＞
　◦どい  あや（いわなし幼稚園５歳児）
＜ポスター：小学校下学年の部＞
　◦友實 晃太（山陽小学校２年）
＜ポスター：小学校上学年の部＞
　◦杉本 昊大（軽部小学校４年）
＜ポスター：中学生の部＞
　◦山室 聡太（磐梨中学校２年）

＜標語：小学校下学年の部＞
　◦楢原 里緒奈（磐梨小学校３年）
　　「いただきます」 かんしゃの心 味わおう
＜標語：小学校上学年の部＞
　◦名越 春音（軽部小学校６年）
　　朝ご飯 もりもり食べて スイッチON

最優秀元気アップ賞他70点が選出
食育・基本的生活習慣に関する作品紹介

　市と岡山地方法務局および岡山人権擁護委員協議
会相談部会は、10月17日に特別養護老人ホーム広虫
荘で「なやみごと相談所」を開設しました。和やかな
雰囲気のなか、人権擁護委員６人と一緒にみんなで
歌を歌い楽しみました。また、なやみごとや心配ごと
の相談窓口についてお話ししました。福祉施設での
相談、啓発については、年に１カ所ずつ協力いただき
開催しています。

これからもすこやかに！
なやみごと相談所開設

　旧県立備作高校は平成
19年に閉校となっていま
したが、このたび、NPO法
人地球年代学ネットワーク
が赤磐市周辺の地質に関
する研究活動などの拠点となる地球史研究所として
活用することとなりました。
　これに伴い、９月29日に引渡し式が行われ、市長
から板谷理事長へ鍵が引き渡されました。また、10
月14日には地球史研究所開設記念オープニングフェ
スタｉｎ吉井が開催され、記念式典や講演会のほか、
化石掘り体験などが行われました。地元からの出店

もあり、にぎ や か な
フェスタとなりました。
　地球年代学ネット
ワークと市では、今後、
地球史研究所での研
究結果を活かして、

観察会や講演会を企画していきます。ぜひご参加く
ださい。

大地の成り立ちを探る
地球史研究所が開設

▶市内を走っているバスなどの公共交通。今回の特集記
事をきっかけに、日常生活の中での移動手段として、少し
でも皆さんに利用していただければと思います。（荒井）

▶10月31日、佐伯北保育園と仁美保育園の園児が地域
の人と一緒に芋ほりを行いました。大きな芋を見つける
たび、園児からは嬉しそうな声が上がりました。（木下）

今月の表紙・編集者のつぶやき
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　朗読会「永瀬清子の詩の世界」出演者の高畑勲さん、岡山一中・一高校長や岡山県教育長
を務めた父・浅次郎さん、永瀬清子さんについて紹介します。
　●開催期間／12月8日㈮～平成30年2月25日㈰
　●場　　所／永瀬清子展示室（くまやまふれあいセンター2階）
　●開館時間／午前9時～午後5時　　●休館日／月曜日、12月28日～1月4日
　●入 場 料／無料

関連企画展 「 永瀬清子をめぐる人々―高畑浅次郎と高畑勲 」

●問い合わせ・申し込み先／教育委員会熊山分室 ☎995-1360

参 加 費

日     時

場     所

内     容

入場整理券配布
電 話 申 込 開 始

定     員

永
瀬
清
子
の

詩
の
世
界

平成30年2月11日（日・祝）
午後1時30分～4時 （開場：午後1時〜）

くまやまふれあいセンター

◇講演／高畑  勲（アニメーション映画監督）
◇「第15回永瀬清子賞」優秀賞受賞作品朗読
◇市民による永瀬清子の詩の朗読と合唱

350人（先着順）

無料（電話申込または整理券が必要です）

12月8日㈮午前9時から（先着順）
※�入場整理券は、中央公民館、赤坂公民館、熊山公民館、吉井公民館で

配布します（1人4枚まで）。
※�入場整理券を受け取ることができない人は、平日（月～金）の午前9時

から午後5時の間に、電話でお申し込みください。

高畑勲さんが、敬愛する永瀬清子さんの詩や生き方について、
ご自身の作品にもふれながら語ってくださいます。

〜
転
換
期
の
今
、

　
　

原
点
に
か
え
る
〜

〒
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